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研 修 概 要 研修プログラムの目的と特徴（平成30年度研修医）

病 院 概 要 Ac c e s s ▪▪▪▶

所在地　〒950-2022　新潟県新潟市西区小針3-27-11
TEL 025-232-0111　　FAX 025-231-3431　　HPアドレス http://www.niigata-medical.jp/18 厚生連 新潟医療センター

照会先
所属　総務課　臨床研修担当
TEL　025-232-0111　　　FAX　025-231-3431
E-mail　rinsho@niigata-medical.jp

病院見学の受入　随　時
申込方法
　電話かメールにて事前にご連絡ください。

▪開設者名　新潟県厚生農業協同組合連合会　代表理事理事長　菊池　正緒
▪病院長名　田中　憲一
▪標榜診療科目
　�内科、呼吸器内科、循環器内科、消化器内科、内分泌・糖尿病内科、腎臓内科、神
経内科、心療内科、外科、心臓血管外科、消化器外科、乳腺外科、整形外科、脳神
経外科、形成外科、精神科、小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻咽
喉科、リハビリテーション科、放射線科、病理診断科、麻酔科、歯科、小児歯科、
歯科口腔外科

▪使用許可病床数
　

使用許可病床数 一日平均入院患者数
一　般 297 床 245 人
療　養 107 床 91 人

▪一日平均外来患者数　622人	 ▪医師数　常勤 54人　非常勤 5.9人
▪年間手術件数　1,837件	 ▪年間出産件数　79件
▪�病院併設施設　介護老人保健施設 こばり園、新潟こばり訪問看護ステーション、新潟医療センター居宅介護支援事業所
▪救急告示病院の指定　有
▪学会指定施設の状況
　�日本内科学会認定制度教育関連病院、日本循環器学会専門医研修施設、日本糖尿病学会認定教育施設、日本血液学会血液研修施設、
日本内分泌代謝科認定教育施設、日本神経学会認定準教育施設、日本外科学会外科専門医制度修練施設、日本心血管インターベーショ
ン治療学会認定研修関連施設、日本泌尿器科学会専門医研修施設、日本整形外科学会専門医研修施設、日本がん治療認定研修施設、
人間ドック認定施設、（財）日本医療機能評価機構（Ver5.0）認定

　研修医の数が少人数であるため研修内容に関しても十分な相談ができ、希望に
沿った方法で研修できますし、例えば内科で研修しているときに外科の手術に助
手として入る事ができるなど、フレキシブルな研修が可能です。また、症例に関
してはcommon diseaseはもちろん、様々な症例を経験することができます。
１年目、２年目ともに指導医と当直しますが、特に内科当番日では症例も豊富で

非常に勉強になります。経験できる手技としては、中心静脈カ
テーテルの挿入から胃カメラや心臓カテーテル検査など、今後
どの科に行っても役立つものから研修科ごとに特色のある手技
まで様々なものを経験することができます。すべては研修医の
やる気次第です。
　研修病院で悩んでいるそこのあなた！まずは見学に来てみて
はいかがでしょうか？
� （先輩研修医より）

　初期臨床研修の目的は「患者を全人的に診ることができる基礎的
な臨床能力を身に付けること」つまり「疾患を診るのではなく、疾
患を有する患者を診る」態度と、医師として将来どのような分野に
進むにせよ、医学・医療の社会的ニーズを認識しつつ「日常診療で
頻繁に遭遇する疾患や症状に適切に対応できるよう、幅広い基本的
な臨床能力（態度、技能、知識）を有する」医師を育てることにあ
ります。新潟医療センター臨床研修病院群研修プログラムはこの目
的に達成のために立案されています。より良い医療を共に目指して
いける方々を心からお待ちしております。

「新潟医療センターの良いところ」

バスで
＜新潟交通バス＞新潟駅⇔内野方面線（大堀経由）
　　　　　　　　新潟駅⇔西部営業所線（信濃町経由または浜浦町経由）
　　　　　　　　　　　　　　　新潟医療センター前下車　徒歩約１分
　　　　　　　　新潟駅⇔内野方面線（寺尾経由）
　　　　　　　　　　　　　　　小針小学校前下車　徒歩約７分
　　　　　　　　新潟駅⇔内野・新潟大学線（西小針経由）
　　　　　　　　　　　　　　　小針十字路下車　徒歩約15分

電車で
＜JR越後線＞小針駅からタクシー5分
車で
＜高速道路＞北陸自動車道新潟西料金所から車6分
＜国　　道＞新潟バイパス黒埼I.Cから車5分
　　　　　　新潟バイパス小新I.Cから車5分

▪目　的

▪研修プログラム

▪特　徴

　医療人として果たすべき社会的役割を認識しつつ、医師として将来どのような分野に進むにせよ、日常診療で頻繁に遭遇する疾患や症状に適切に対応で
きるような幅広い基本的な臨床能力を身につけ、かつチーム医療の大切さを認識し、チームの一員として協調性を持った医師を育てる事を目的とします。

　当院はプライマリケアを習得するにあたり、初期には頻度の高い一般的な疾患から研修し、その後、救急、重傷等ステップアップしていくようにし
ています。また、1年時には基本科目である内科・救急・選択必修を研修することにより、プライマリケアの基本を学び、2年時には11ヶ月の自由選
択をもうけ、各自の研修を充実したものとします。

　当院は新潟市内有数の一般病院であり、高齢者の感染症などの一般医療から、心筋梗塞でのカテーテル治療などの高度医療まで幅広い症例を経験す
ることができます。
　また、最低8ヶ月は当院で研修することが条件になります。
　まず、必修科目【内科（6ヶ月）、救急（3ヶ月）、地域医療（1ヶ月）】は最低限の期間とし、選択必修科目は外科、小児科、精神科、麻酔科、産婦
人科から2科目選択して合計3ヶ月とします。2年次の研修の11ヶ月は選択科目期間とします。
　そして、選択必修科目については当院と新潟大学医歯学総合病院での研修となります。前述のとおり5科目中2科目を選択することになりますが、
選択科目内でも選択必修科目を選べるので、充実した研修が期待できます。選択科目は1科目1ヶ月以上を原則として選択できます。24ヶ月のうち
11ヶ月ある選択科目のプログラム作成にあたっては、到達目標の達成度に応じてできる限り希望に沿ったプログラム作成をします。
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6ヶ月 必修科目（内科） 3ヶ月 救急 3ヶ月 選択必修科目
※選択必修科目は外科、麻酔科、産婦人科、精神科、小児科から2科目を選択する。

1年次

11ヶ月 選択科目1ヶ月
地域医療
※�選択科目は循環器内科、内分泌内科、血液内科、神経内科、消化器内科、呼吸器内科、腎臓内科、外科、整形外科、心臓血管外科、脳神経外科、泌尿器科、皮膚科、形成外科、
小児科、産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、病理検査科の計19科目から選択する。

2年次

▪協力病院　�新潟大学医歯学総合病院、埼玉医科大学総合医療セ
ンター、信楽園病院、西新潟中央病院

▪協力施設　�厚生連豊栄病院、厚生連三条総合病院、厚生連羽茂
病院

▪研修医の待遇（平成30年度研修医）
　１年次月額 基本給　： 400,000円

当直手当： 20,000円
臨床研修医特別手当： 40,000円
時間外研修手当： 50,000円
月額平均　計： 510,000円
賞与は月額手当で支給

　２年次月額 基本給　： 430,000円
当直手当：  40,000円※月2回まで

超えた場合は１回10,000円加算

臨床研修医特別手当： 40,000円
時間外研修手当： 60,000円
月額平均　計： 570,000円
賞与は月額手当で支給

　�年額10万円以内の個人研修費があります。学会出張等に利用
できます。

▪勤務体制
　基本的な勤務時間　  8：30～17：00（時間外勤務あり）
　　　　　　　当直　17：00～  8：30

▪研修医当直　2回／月
　当直時の勤務体制　（研修医以外の当直医数）　1人
　　　　　　　　　　（当直研修医数）　　　　　1人
　�１年目、２年目ともに指導医と当直業務を行うが、２年目は症
例によっては指導医のチェックを受けながらファーストタッチ
を行う。

▪研修医の学習環境
　居室　専用の研修医室有
　　　　専用の机有
　　　　仮眠用ベッド有
　図書・文献　�図書室は24時間利用可能
　　　　　　　国内図書 762冊、　　国外図書 約2,927冊
　　　　　　　国内雑誌 約50種類、  国外雑誌30種類
　インターネット環境　�各自の机からインターネット接続可能
　　　　　　　　　　　Medline等の文献データーベース有
▪研修の宿舎の有無など
　宿舎　�研修医の宿舎はありませんが、住宅手当を支給�

（上限月額50,000円）
　食事　�昼食は院内にレストランが

あり、その他に売店や宅配
弁当も利用することができ
ます。近隣に24時間営業の
食堂もあります。
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